
　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
弱
毒
性
で
す
が
感
染
力
は
強

い
よ
う
で
す
。

　

予
防
の
基
本
は
、
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
、
人
ご

み
に
行
く
場
合
に
は
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ス
ク
着

用
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
せ
ず
、
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
発

熱
外
来
の
受
診
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
に
出
向
く
こ
と
で
、
感
染
を
広
げ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は

・
せ
き
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

　

で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、

　

１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
お
さ
え
た
手
、
鼻
を
か
ん
だ
手

　

は
す
ぐ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
ご
使
用
中
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

7
月
末
日
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
7
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、破
棄
し
て
い
た

だ
く
か
、国
保
け
ん
こ
う
課
ま
た
は
各
住
民
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
が
滞
っ
て
い
る
人
に
は
、有
効
期

間
が
短
い
保
険
証
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

申
請
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
人（
同
一

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
）は
、

国
保
け
ん
こ
う
課
の
窓
口
申
請
で
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。引
き
続
き
必
要
な
人
は
、

改
め
て
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

更
新
日　

8
月
1
日

◆
所
得
が
少
な
い
人
は
、次
の
と
お
り
保
険
料
を

軽
減
し
ま
す
。

① 

世
帯
内
の「
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）の
被
保
険
者
全
員
」と「
世
帯
主
」の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
人
は
、平
成
20
年
度
と
同
様

に
均
等
割
が
8
・
5
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

② 

①
の
人
の
う
ち
、世
帯
内
の
長
寿
医
療
制
度
の
被
保

険
者
全
員
が
、
年
金
収
入
80
万
円
以
下
で
そ
の
他
の

所
得
が
な
い
世
帯
は
、
均
等
割
が
9
割
軽
減
と
な
り

ま
す
。

③
所
得
割
を
負
担
す
る
人
の
う
ち
、
賦
課
の
も
と
と
な

る
所
得
金
額（
総
所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円
を
差
し
引
い

た
額
）が
58
万
円
以
下（
53
万
円
以
上
2
1
1
万
円
以

下
）の
人
は
、
平
成
20
年
度
と
同
様
に
所
得
割
が
5
割
軽

減
と
な
り
ま
す
。

④ 

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で
、
会
社
な
ど

の
健
康
保
険
な
ど（
国
民
健
康
保
険
は
除
く
）の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
は
平
成
20
年
度
と
同
様
に
均
等
割
が
9

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
以
外
に
、
所
得
状
況
に
応
じ

　

て
均
等
割
額
の
5
割
ま
た
は
2
割
軽
減
の
制
度
が

　

あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

　

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
分
割
納
付
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
失
業
や
災
害
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
減
免
な
ど
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

8
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

8
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

8
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

8
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

長
寿
医
療
制
度(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
せ
ず
、ま
ず
、相
談
窓
口
に
電
話
を
！

〈
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
〉

県
央
保
健
所　

☎
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3
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9
時
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17
時
）

県
の
相
談
窓
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0
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9
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24
時
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応
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市　

役　

所　

☎
53
4
1
1
1

日
頃
か
ら
、う
が
い
、手
洗
い
、マ
ス
ク

の
着
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

新型インフルエンザから身を守ろう!新型インフルエンザから身を守ろう!

■ 

国
保
け
ん
こ
う
課
（
内
線
1
1
0
）

■ 

国
保
け
ん
こ
う
課
（
内
線
１
４
０
）

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定
作

業
部
会
委
員
が
市
長
と
意
見
交
換
会

6/1

OMURA CITY  INFOMATION で市政の きごと

災
害
危
険
箇
所
視
察

6/1　

梅
雨
や
台
風
の
季
節
を
前
に
、
県
・

市
・
消
防
・
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
が
、

市
内
の
災
害
危
険
箇
所
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
福
重
地
区
の
河
川
改
修

工
事
箇
所
と
浸
水
想
定
区
域
を
視
察
。

　

関
係
者
た
ち
は
、
県
央
振
興
局
担

当
者
か
ら
の
河
川
改
修
工
事
の
概
要

説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、
よ
し
川
上

流
の
浸
水
想
定
区
域
現
況
確
認
を
行

い
、
雨
期
を
前
に
し
た
相
互
の
連
携

強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
策
、
地
域

社
会
と
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
を
示

し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後

期
計
画
）を
現
在
策
定
中
で
す
。
そ
の

策
定
作
業
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
て

い
る
作
業
部
会
委
員
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
市
長
と
子
育
て
支
援
に
関
す

る
意
見
交
換
を
す
る
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
子
育
て
支
援

に
対
す
る
市
長
の
考
え
方
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
現
在
の
市
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

県
知
事
要
望

5/21　

松
本
崇
市
長
、
廣
瀬
政
和
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
地
元
選
出
県
議
会
・

市
議
会
議
員
な
ど
が
県
庁
を
訪
れ
、

県
の
施
策
に
関
す
る
市
の
要
望
・
提

案
書
を
金
子
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
要
望
・
提
案
の
内
容
は
①

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
長
崎

ル
ー
ト
）の
整
備
促
進
②
都
市
計
画
道

路
の
早
期
整
備
促
進
と
県
道
認
定
③

一
般
国
道
34
号
大
村
拡
幅
の
事
業
促

進
④
二
級
河
川
郡
川
改
修
事
業
の
早

期
完
成
⑤
長
崎
県
立
図
書
館
の
新
設
・

移
転
⑥
長
崎
空
港
Ａ
滑
走
路
周
辺
地

域
の
航
空
機
騒
音
対
策
⑦
閉
鎖
性
海

域（
大
村
湾
）の
浄
化
⑧
農
業
振
興
⑨

「
さ
く
ら
の
街
お
お
む
ら
」の
推
進
支
援

の
９
項
目
。

　

金
子
知
事
か
ら
は
特
に
②
に
つ
い

て「
主
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
工
事
期
間
を
短
く
し
て
完

成
に
近
づ
け

た
い
」な
ど
の

回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

県
知
事
市
内
視
察

5/14　

金
子
原
二
郎
長
崎
県
知
事
が
、
市
内

の
民
間
企
業
や
農
・
漁
業
施
設
お
よ
び

県
営
事
業
の
現
場
な
ど
11
か
所
に
つ
い

て
、
事
業
の
取
組
状
況
や
市
内
の
実
情

を
把
握
す
る
た
め
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会
も

開
か
れ
、
市
長
、
市
議
会
議
長
な
ど
と

熱
心
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

金
子
知
事
か
ら
は
、「
今
後
と
も
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
欲
的
な
取
り
組
み

を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
今

回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て

も
、
十
分
な
検
討
を
行
い
今
後
の
県
政

に
生
か
し
た
い
」と
話
が
あ
り
ま
し

た
。
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